
 東日本大震災と終焉に向う原発時代 

木村 建一 

 
１．帰宅難民の家族思い 

 2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分、そのとき私

は浅草にいた。ちょうど浅草の絵のグループ

による「浅草界隈スケッチ展」の初日だった。

私は以下の小品の油彩 2点を出品した。 
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図１ 油彩 SM おまんじゅうはいかが？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 油彩 SM ありがとございまーす 

 

どのようにして自宅へ帰るか考えあぐねた

末、2 時間ぐらい経った後歩き始めた。携帯

電話は繋がらず、電車も動かない。結局バス

で上野まで 2 時間かけて辿り着き、ビジネス

ホテルに運よく投宿できて、翌朝帰宅した。 

あとで聞いた話だが、5 時間も 6 時間も歩

いて自宅まで辿り着いたという人が多かった。

いずれは電車が開通するものと期待して辛抱

強く待っていた人も多かった。誰しもこうい

うときには家族思いの帰趨本能が働くものだ、

とつくづく感じた。 

２．予想を超えた大津波 

  未曾有の大地震と大津波は誰しも始めての

経験であったろう。毎日テレビに釘付けにな

り、大津波を蒙った惨状に胸が痛む。亡くな

られた方々に哀悼の意を捧げ、被災者の方々

に心からお見舞いを申し上げ、一日も早く立

ち直っていただきたいと願う。 

三陸海岸は昔から津波の被害でよく知られ

ている。1896 年と 1933 年の大津波で、大被

害が出た。災害は忘れたころにやって来る、

という言い伝え通り、この 2011 年に現実と

なった。頑丈な高い堤防を越えて 15ｍもの黒

い大波が低地の民家や施設を一飲みにしてし

まった。美しいリヤス式海岸の入り組んだ港

町の津波被害は、特に海に向かって三角形に

開けた町に大きく、ボトルネック形の湾の町

で小さいという常識も関係なかった。以前の

経験から低地には建ててはいけない、という

原則に逆らって、漁港に便利な低地に蔓延る

ように町が村が拡がっていった。 

残念ながら、それは行政の責任でもあると

思う。三角形に開いた田野畑村で被害が少な

かったのは、住民が親からの言い伝えを守っ

て、多くの人が高台に住居を構えた結果だと

いう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 地震当日の震度分布―半身焼け爛れた人体のよ

うにも見える。（日本テレビの画面） 

 



 

 

 

 

 - 76 -

 

 

 

 

 図４ 津波に流される家屋を呆然と眺める大船渡市

三陸町の人たち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 宮古市田老地区の現場を報告するリポーター 

 
３．阪神・淡路大震災との比較 

表１に示すように、巨大津波が多くの人命

を奪った東日本大震災は。地震の規模も、マ

グニチュードも阪神・淡路大震災よりも大き

かったが、都市域では直下型ではなかった。

そのため仙台市内の有名なガラス建築メデイ

アパークをはじめ、ビルの被害はほとんどな

かったという。1978 年の大地震以後耐震性が

改善された結果だと思われる。 

地震の発生時刻も、受ける被害の大きさに

関係する。今回の地震が夕食の準備前であっ

たために、阪神の場合に比べて、火災の被害

が少なかった。被害が広域に亘った割には、

道路、線路、インフラの復旧が大勢の方々の

懸命な努力によって想ったより早く進んでい

るように見える。阪神のときの経験が活かさ

れていることと、外国からの救援隊や大勢の 

ボランティアの方々の活動によるところも大

きい。 

阪神と最も大きな相違は原発事故で、この

後始末には10年以上かかると予測されている。 

 

表１ 阪神・淡路大震災との比較 

名称 阪神・淡路大震災 東日本大震災
地震年月日 1995.1.17 2011.3.11
マグニチュードM 7.3 M 9.0
地震発生時刻 05:46 16:46
死者 6434 　　　　24837*
津波 なし 最大16ｍ
住宅被害 広域住宅火災 津波冠水流失
ビル 多数倒壊 RC4階以下津波被害
超高層 ほぼ無事 無事
新幹線車両 被害なし 被害なし
新幹線橋脚 一部損壊 一部損壊
原発 ほぼ無事 自動停止後損壊

＊行方不明者を含む。5 月 8 日現在 

 

４．福島第一原子力発電所の事故 

福島第一原子力発電所の事故の原因は、施設

全体の配置計画にあった。非常用電源装置が海

岸側にあり、大津波で冠水した。なぜこのよう

なことになったのだろうか。それは原子力発電

所という巨大な複合施設の計画に当たって、周

囲環境を含めた総合計画を行う仕来たりがなか

ったからなのではないか。いわゆるマスタープ

ランの欠如であり、それこそ建築家や都市計画

家の参加が必要であった。もう少し言えば、全

体計画について、コンペティションを行うべき

であった。極秘施設もあるかもしれないが、そ

れはブラックボックスにして大きさだけを条件

として与えればよい。原子炉建屋、タービン建

屋、非常電源施設、事務所棟なども、大きさや

形状などの条件も、可能な限り提示することは

可能ではないだろうか。 

   大体「建屋」という語が気に食わない。確

かに原子炉そのものが突出して重要で、それ

以外は附属物という考えだろう。建屋は雨露

を凌ぐ程度の覆いのようなものといっても、

外観を顕示する顔のようなものなので、それ

なりの意味を持っている。工場建築でもしば

しば建屋という語が使用者側で使われるが、

建築を低く見る一種の差別用語だと以前から

感じていた。 
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図６ 3 月 14 日 11 時 3 号機の水素爆発と保安院の

説明。12 日の 1 号機の爆発時には映像はテレビでは

公開されなかったが、ユーチューブで世界中に知れ渡

っており、数日間成田空港は外国人の脱出客で大混雑

したという。 

 

５．巨大システムの泣き所 

  最も大事な圧力容器や格納容器は丈夫に造

られていて、非常用電源装置が作動していれ

ば何のことはなかったというが、実は圧力容

器や格納容器自体も予想外に強い地震に耐え

られなかったことが後にわかった。原子炉の

原理や構造はこれまで漠然と理解していた積

りだったが、新聞やテレビの解説で解ったこ

とも多かった。緊張感をもって聞いたせいも

あるが、理科系の人間として恥ずかしい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 30 年ほど前、鹿児島県の川内市に工事中の原

子力発電所を見学したときに気になったこと

があった。１ｍ以上もある厚い格納容器の壁

に鉄筋が縦横にぎっしり詰っていて、コンク

リートの注入を待つばかりになっていた。 

鉄筋が多いのはわかるが、放射線の遮蔽能力

はコンクリートが強いので、鉄筋比だけで放

射線の遮蔽能力を安易に定めているのではな

いかという疑問を抱いた。 

また、一次冷却水の配管が原子炉からター

ビン建屋へ空中を走っていて、 その配管がコ

ンクリート壁を貫通するところの細部処理が

無神経に見えた。地震時に配管が原子炉と異

なる振動をすれば不安なので、そういう耐震

性の検討をしたのかどうかを設備関係の人に

聞いたところ、知らないと云われた。その後、

柏崎原子力発電所を工事中に見学したときに

は、橙色の原子炉格納容器にはいくつかの配

管接続用の円い孔を見たが、何か黒いゴムの

ような緩衝材が施されているようで、大丈夫そ

うに思えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ 陸上自衛隊による 3 号機への注水作業。奥に 4 号機。 



６．長引く修復作業 

  福島第一の原子炉は、水の注入によって燃

料棒を冷却したあとで封じ込めを実施する計

画といわれる。タービン建屋の下部に水が溜

まって、それが汚染水だということがわかっ

た。それがどこから漏れたのか判らないとい

う。多分、格納容器の厚い壁を貫通する冷却

水の取り出し配管が地震時の激しい揺れで、

破損したのではないかと推察される。特に配

管の曲がり部分や枝分かれ部分、それにバル 

ブやポンプなどの継ぎ目など、振動に弱い部

分が沢山ある。テレビに映し出される原子炉

の説明図は簡略化されていて、解説者の説明

もよくわかるが、実際の原子炉の中の配管は

複雑で、地震時にはそれぞれ異なった揺れが

生じた可能性もある。 

燃料棒は常時発熱するために冷却水の注入

を継続させなければならないといわれる。そ

の大量の水が下部のプールに汚染水となって

溜り、それを別の場所に移し替えるという作

業も当分続けなければならない、ということ

とがジレンマになっている。とりあえず別の

大きなタンクに移し変える作業が続いている

が、その後はどう処置するのだろうか、とて

も心配になる。 

 

７．放射性物質の拡散 

放射性物質を含む排煙が風に乗って遠くま

で飛散している。東京の浄水場では水面がオ

ープンなので放射性物質が直接降り注ぐ。今

のところ浄化された水道水に含まれる沃素濃

度は人体に影響のないレベルだという。放射

能被害が広域に拡散して、福島県産の野菜や

牛乳などの出荷が停止された。健康影響はな

いレベルといわれてその後出荷停止は解除さ

れた。風評被害もあって、消費者側も躊躇し

ている。もし原発事故の終息が遅れて放射性

物質の放出が続き、増える事態になると、住

民の避難など大変な問題になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 各地で観測された放射線量（朝日新聞 5 月 8 日） 

 

空気中の放射性物質の許容濃度が年間累計

で 20 ミリシーベルト mmsvt という数字が一

人歩きしている。1～20 mmsvt という曖昧な

お役所の提言に対して、政府は 20 mmsvt を 

採用したが、子供に対しては 1 mmsvt でなけ

ればならないという学者の主張が多くの専門

家によって支持されている。すでに原発から

北西方向の地域では 20 mmsvt を超えている

ので、住民の避難が待ったなしの状況にある。

図 8 に示すように、内陸の福島市や郡山市で

もほぼ 1.5 となっているので、これを年間累

積した被爆量にすると、1.5 x 365 x 24 = 1.5 x 

8760 = 13.1 mmsvt となる。もっとも常時被

爆しているわけではないので、一般にはこの

半分以下だと考えられる。大人については 20

でも差し支えないとされるが、子供は体重に

比べて体表面積が大きく、外を走りまわった

りするので、子供に対する許容濃度は、かな

り低めに考えるべきであろう。 
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さらに、この放射性物質を含む空気を吸う

ことによる体内被曝もかなりあるとされるが、

定量的にははっきりしていない。 

実は 20 mmsvt というのは、危険地域に対

して強制避難を国が決めた場合の莫大な補償

負担を免れる条件から逆算して、1～20 の中

の上限値を取ったのだという噂がある。 

子供に対して下限値の年間 1 mmsvt を採

るとした場合、放射線量を逆算すると、 

1 mmsvt / 8760 h = 0.000114mmsvt / h  

= 0.114μsvt / h となるが、仮に 1 日のうち 6

時間外へ出て、その間に同量の汚染外気を吸

ったとすると、許容放射線量は 0.228μsvt / h

となる。その条件では、図８でこの数値を超

える市町村の子供のある家庭と学校など関連

施設の避難をまず進めるべきだということに

なる。 

原発事故の終息が長引くほど、そこから撒

き散らされる放射性物質が土壌に蓄積されて

いく。ある小学校では校庭の表土を削りとっ

てみたというが、そのうちにまた新しい放射

性物質が降り注いでくる。 

農耕地では、土壌汚染の心配が深刻で、農

家の生計も立たなくなる。その補償にも莫大

な費用がかかるだろう。 

 

８．海洋汚染 

高濃度の汚染水がどこからか海岸に近いピ

ットへ流れ、そこから海水へ数日間流出した

が、特殊な凝固剤で止められた。こういう材

料が直ぐ探し出されて、急場に役立つという

技術があることは、日本の科学技術の優秀性

を証明するもので、誇りに思う。 

原子炉の冷却水が大量に使われ、その水が

汚染水として排出される。これを巨大なタン

クに蓄えるというが、いずれそれも満タンに

なってしまうだろう。 

その巨大タンクに存在した低濃度の汚染水

をまず海へ捨てたことが外国からも非難を受

けた。漁業への影響は国際的にも及ぶことに

なる。魚介類のうちで、獲れても汚染されて

いるものや獲れなくなってしまったものもあ

ると聞く。 

原発は停止しても発熱は続くので、放射性

物質の発生も続く。 

 

９．不公平な計画停電 

電力不足から計画停電がはじまった。わが家

でも、計画停電を 3 月中に 5 回、うち 2 回は

同じ日に蒙った。被災された方々のことを思

うと贅沢は言っていられないが、いつ停電に

なるのかはっきりしないので、計画生活がで

きない。全く停電にならない区域もあるとい

うことで、不公平感が一般に募っている。夏

場になると冷房需要が多くなるため、このま

まではより頻繁に停電になる可能性もある。

ただ政府が大声で節電を呼びかけており、夏

までには火力発電所の復旧なども期待されて

いて、何とか計画停電は避けられそうな雰囲

気になってきた。 

基本料金のもとになる契約電力を下げれば、

計画停電は避けられる筈だと思う。一般に契

約電力はかなりの余裕をもって東電側から一

方的に設定されている。この設定には消費者

の希望も入れるべきではないだろうか。そう

なれば、職場でも家庭でも工場でも商店でも

自然に電力使用の浪費を避けるから、生活の

質を落とさないで済むことになる。昼間でも

照明をつけているビルが多いが、照明に使っ

た電気は全部熱になるので、その熱を除去す

るのに冷房の電力が使われている。欧州のエ

スカレーターは人が乗ると動き出す。加温便

座や電気ポットには常時冷めないように通電

されている。ほかにも節電の可能性は大きい

と思う。 

  これまでは、住宅、ビル、工場、運輸機関、

官庁などすべて含めて、電力需要の合計の長

期予測に基づいて発電所が増設されてきた。

今後は発電容量というタガに嵌め込むように

それぞれの場所の契約電力が使用者と相談し
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て決められ、その範囲内で電力を有効に使用

すれば基本料金もそれだけ少なくなると思う。

オール電化もその範囲内で電気を使えばよい。

太陽光発電は真夏の冷房に直接寄与するので、

その分契約電力を下げて当然だと思う。 

  外国や関西のように、基本料金をなしにし

て、その分従量料金に含めるという方式もあ

る。これでは浪費が増え計画停電を防げない

かもしれない。契約電力を下げれば、電力会

社の収入はそれだけ減る。それなら基本料金

単価を上げればいい。これはお金の問題では

なくて、電力使用量を減らす、二酸化炭素の

排出を減らす、という地球環境に直接繋がる

問題になる。 

 

１０．槍玉に上がるオール電化住宅 

計画停電が始まって、オール電化住宅は槍

玉にあがった。 

私は、1972年にオール電化のソーラーハウ

スを設計、建設し、3 月 31 日に引越してきた。

いくつかの改修を経て、以来39年間家族と共

に住んでいる。当初は原発を忌避していたが、

その後大した事故もないので、専門家の主張

する安全性を信頼し、オール電化住宅の普及

に肩入れをしてきた。自宅の太陽熱給湯も老

朽化してきたので撤去し、昨年、原発由来の

深夜電力利用のエコキュートを設置し、電力

費も減少して満足していた。2001年には小規

模ながら 2.25 kW の太陽光発電システムを導

入し、年間発電量は約 1900 kWh で、うち約 

450 kWh を東京電力に売っている。年間の使用

電力量のうち 13%が太陽光発電でまかなわれ

ている。 

今後、多くの原発が作動しなくなると、夜

間電力は火力発電に頼ることになるので、料

金も昼間電力に近くなると予想される。しか

しそれでも給湯用のエコキュートは、二酸化

炭素を冷媒とした効率の高いヒートポンプで

作動するので、外気を熱源とした自然エネル

ギーの利用になる。暖房にもヒートポンプを

利用するので、もし原発がなくなったとして

も、安全性の見地から、特にこの地震国では、

オール電化住宅は有効だと考える。 

  
１１．自然エネルギーの利用 

火力発電も化石燃料依存なのでいつの日か

ピンチになるかもしれない。その日に備えて、

太陽熱、太陽光発電、地熱発電、地中熱ヒー

トポンプ、風力発電、小水力発電、バイオマ

スなど、あらゆる種類の自然エネルギーを地

域の特性に合わせて、有効に活用することを

真剣に考える必要がある。その前にエネルギ

ーの浪費を避け、断熱、気密、日除けなどの

省エネルギー計画を十分にしておくことが重

要で、その上で太陽光発電システムを組み込

んで家電機器の電力の相当部分をまかなうよ

うにすれば、安全安心の環境にやさしい住宅

となるだろう。 

 太陽光発電はまだ高価だが、ビルでも家庭

でも、非常用電源として役に立つので、必要

なものと考えれば、経済性に関係なく設置す

る意義があると見ることができる。 

 1974年にサンシャイン計画が発足した当時

は、いくら自然エネルギー利用の開発が進ん

だとしても原子力に比べれば全く取るに足ら

ない存在として見下されていた。今日あらゆ

る自然エネルギーを含めても日本全体の需要

の１％に過ぎない。しかし原子力発電の開発

と同じ程度の資金と努力を自然エネルギーの

利用に向ければ、それなりの効果はもたらさ

れるに違いない。 

 

１２．終焉に向う原発時代 

この事故が起こった以上、新規の着工はも

とより、日本中での計画は断念しなければな

らないだろう。2011 年 3 月 27 日は、福島第

一原子力発電所の 1 号炉が営業を開始して 40

周年に当る記念すべき日であった。原子力発

電は多くの国民の支持によって開発が進めら

れてきた。ここへ来て、地震国では原発は不 
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適という考え方が世界中で大勢を占めること

になるに違いない。 

1986 年にチェルノブイリで原発の大事故が

起ったとき、日本の技術者はそれを嘲笑する

かのように、日本ではあのような事故は絶対

に起りえないと言い放っていた。たしかに福

島で地震発生と同時に原子炉は自動停止した

点ではチェルノブイリの炉心溶融とはならな

かった。しかし非常電源装置を海沿いに配置

してしまったという人災がチェルノブイリと

同等な重大事故の原因となってしまった。さ

らに放射性物質の拡散による住民の避難地域

も重要な農耕地や酪農地であって、広大なウ

クライナに比べて価値の高い面積に及んでい

ることもマイナスの評価になる。 

特に技術立国で信頼性の高い日本において

このような大事故が起ってしまったことは、

世界中が意外に恐ろしいことと感じている。 

現在稼動中の原子炉を直ちに止めることは

できないが、まず計画中の新規建設は見送る

こと、点検休止中の原子炉は運転を見合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図９ 福島原発の沸騰水型原子炉の内部構造 
（テレビ画面より） 

 

ること、古い原子炉から徐々に廃炉にして

いくこと、になるであろう。 

日本では人口減少の傾向があり、エネルギ

ー需要も自然減少に転じることになるであろ

う。産業構造をエネルギー多消費型から少消

費型へ転換することも重要となる。 

 福島第一原発については、できるだけ早期

に終息させてほしい。まだ原発は推進したい

と考えている人たちが多いように思われる。

そのために、東電はロボットなどを使い、何

とかして高価な燃料棒を取り出し、再利用す

ることを考えているのではないだろうか。 

廃炉と決めた以上、早期にコンクリートで

燃料棒を閉じ込め、原子炉ごと四角い棺桶に

葬って、長年のサービスに感謝を捧げること

としてはどうか。チェルノブイリやスリーマ

イルでは、事故後 10 日ほどで終息したといわ

れる。燃料棒は反応停止後も発熱は続くとい

う。そのために冷却を続けなければならない

という厄介物で、現場の労働者の意気も次第

に消沈してくるだろう。いくら高給で雇われ

ていても体力的にも精神的にもいつまでも続
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けられるとは思われない。作業員も順次入れ

替わるのだろうが、労災補償などの問題が顕

在化してくると、適当な作業員を探すのにも

支障が出てくるかもしれない。彼らは原子炉

の構造などある程度は理解して頼まれた作業

を確実に行っているのだろうか。修復の成否

は彼らの肩にかかっているが、心許ない感を

拭いきれない。 

原子力発電の開発は多くの国民の容認によ

って進められてきた。ここへ来て、地震国で

は原発は不適という考え方が世界中で大勢を

占めることになるだろう。気が早いかもしれ

ないが、原子力発電所の広い敷地一杯に太陽

電池を並べて、いくらかでも電力の供給源と

して働いてもらえば、近隣住民もほっとする

のではないだろうか。 

  
１３．原発と政治との関わり 

    原子力発電所の建設が始まった頃、日本

では自民党政権が原発を推進しており、共産

党と社会党とが原発反対の急先鋒であった。

そのため原発反対者はアカ呼ばわりされ、原

発が嫌いな人は夜の電気を使うな、とまで揶

揄されたりした。ところがその当時、ソ連な

ど共産国でも原発の推進が行われており、本

来イデオロギーと原発とは無関係の筈であっ

た。結果的には社会党政権のとき、村山首相

が原発容認を国会で堂々と宣言してしまった。

その後、自民党政権時代に移ってから、社会

党の支持層が次第に減ってきたが、その理由

は原発反対の旗を降ろしてしまったからだっ

た。さらに多くの社会党議員が一部の自民党

議員と手を組んで、民主党を立ち上げたため

に、社会党は社会民主党と名を変えたものの、

原発反対の狼煙を上げることなく、存在意義

が薄れて低迷を続けることになった。一方国

民の側も原発に対する態度を決めかねていて、

そのうちにずるずると新しい原子力発電所が

建設され、何時の間にか世界第三位の原発保

有国になっていた。そして日本全体の電力供

給能力の３０%を原子力が負うまでになり、

今や国民生活も原子力なしでは成り立たない

状況になっている。民主党も自民党も選挙の

ときのマニフェストでは原発には触れず、原

発は選挙の争点にならず、国民の大部分は形

式的には原発容認の立場に立たざるを得ない、

というのが現状ではないだろうか。共産党だ

けが一貫して原発反対を唱えているが、では

どのようにして日本のエネルギー政策を展開

させるのか、明確なヴィジョンが見えてこな

い。というよりも、地球温暖化対策が大きな

課題となって、鳩山元首相が 2020 年までに

二酸化炭素排出量を 1990 年レベルに対して

25%削減を打ち出して世界中から大きな評価

を受けたため、原発反対論は影を顰めてしま

った、という経緯がある。実際、鳩山イニシ

アティブを実現する前提には二酸化炭素を排

出しない原子力発電の強力な推進があって、

本当にそうなるかどうか眉唾的なところがあ

ったが、今度の原発事故で鳩山イニシアティ

ブは吹っ飛んでしまった感がある。しかしな

がらせっかく世界中に賞賛を浴びた鳩山イニ

シアティブはまだ生きている。 民主党はそ

れをあっさり取り下げてしまうのだろうか。 

 

１２．おわりに 

千年に一回しか起らないことは、大体は起

らないと見てよいと思って人々は暮らしてい

る。しかしそれは起るときには起る。人類は

自然を征服したかに見えたが、どっこい自然

はまだ生きていた。自然に対する畏敬の念を

呼び覚ましたい。 

         （2011 年 5 月 10 日記） 
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